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アプライアンスの設定の概要
次のいずれかのモードを使用して、80 コアアプライアンスをネットワークに展開できます。

• スタンドアロン：すべての機能を提供する単一のノードとして動作します。このオプショ
ンは通常、初期展開、テスト展開、小規模なネットワーク環境での使用に適しています。
初回展開でスタンドアロンモードを選択すると、プライマリノードになります。

後でさらにアプライアンスを追加してクラスターを形成できま
す。

（注）

• クラスター：3 ノードクラスターに属するノードとして。このモードでは、ホストはすべ
てのサービスとデータを共有します。大規模な展開で推奨されるオプションです。初期展
開でクラスターモードを選択した場合は、セカンダリノードの設定に進む前に、プライマ
リノードの設定を完了してください。

まず、クラスターのプライマリノードを設定します。3 つのアプライアンスを設置済みで、ク
ラスタに 2 番目と 3 番目のノードを追加する場合は、次に、セカンダリノードを設定します。
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ブラウザベースの構成ウィザード
Catalyst Center は、アプライアンスの設定に使用できる 2 種類のブラウザベースのウィザード
を提供します。説明を読んで、使用するウィザードを決定してください。

これらのウィザードは、Catalyst Center の最新リリースがすでにインストールされている新し
いアプライアンスを設定している場合に使用できます。以前のバージョンからアップグレード
し、これらのウィザードを使用する場合は、Cisco TAC に連絡して支援を受けてください。

重要

インストール構成ウィザード

このウィザードは、クラスター内のインターフェイスだけでなく、企業インターフェイス、管
理インターフェイス、およびインターネット アクセス インターフェイスにもデフォルト値を
設定し、アプライアンスの設定プロセスを合理化します。これらの各インターフェイスは、ア
プライアンスの企業ポートにあります。デフォルトのインターフェイス設定を使用しても問題
がなく、アプライアンスを迅速に設定したい場合は、このウィザードを使用します。

このウィザードではクラスターのセカンダリノードは設定できません。（注）

高度なインストール構成ウィザード

このウィザードは、すべての利用可能なアプライアンスの設定（ユーザーによる変更が可能）
へのアクセスを提供します。デフォルト設定とは異なるインターフェイス設定を指定する場合
は、このウィザードを使用します。クラスタ内の 2 番目または 3 番目のノードを設定する場合
にも、このウィザードを使用します。

ブラウザベースのウィザードの前提条件
ブラウザベースのウィザードのいずれかを使用してアプライアンスを正しく設定するには、次
のタスクを完了します。

• DHCP サーバーが割り当てた IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ
を使用するために、アプライアンス上のエンタープライズ インターフェイスを指定しま
す。このウィザードでは、割り当てられた IP アドレスやサブネットマスクは変更できま
せんが、デフォルトゲートウェイは変更できます。この章では、エンタープライズ イン
ターフェイスがこの目的で選択されていることが前提となっています。

• DHCP サーバーの割り当てた IP アドレスが、ウィザードを完了するマシンから到達でき
ることを確認します。

• エンタープライズおよびクラスター内インターフェイスの場合、両方のインターフェイス
が接続されていて、[UP] 状態であることを確認します。
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または、[Static IP Address Settings] ページを完了して、アプライアンスの企業インターフェイ
スに独自の IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを指定すること
もできます。

パスワードの考慮事項
これらのトピックを参照して、Catalyst Center のパスワード実装の説明を確認してください。

• パスワードポリシー

• パスワード要件

VLAN モードの考慮事項
VLAN モードについては次の詳細を考慮してください。

• VLAN モードの説明については、Maglev ウィザードを使用したプライマリノードの設定
を参照してください。

• VLAN モード：

• Maglev 設定ウィザードを使用して Catalyst Center アプライアンスを設定する場合にの
み有効にできます。

• ブラウザベースの構成ウィザードを使用して有効にすることはできません。

• アプライアンスを再イメージ化せずに無効にすることはできません。

• ディザスタリカバリは、VLAN モードが有効になっている Catalyst Center 展開ではサポー
トされません。

インストール構成ウィザードを使用したアプライアンス
の設定

インストール構成ウィザードを使用して、3 ノードクラスターのプライマリノードまたはスタ
ンドアロンノードを設定するには、次の手順を実行します。ウィザードでは、デフォルト設定
を使用して同じポートでエンタープライズ、管理、およびインターネットインターフェイスを
設定することで、設定プロセスが簡素化されます。第 3 世代 80 コア Catalyst Center アプライア
ンス（シスコ製品番号DN3-HW-APL-XL）は、このウィザードを使用した設定をサポートしま
す。
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• このウィザードを使用して、3 ノードクラスタの 2 番目または 3 番目のアプライアンスを
設定することはできません。設定するには、詳細インストール構成ウィザードを使用した
セカンダリノードの設定 （36 ページ） に記載されている手順を実行します。また、この
ウィザードを使用して、アプライアンスのエンタープライズおよびクラスター内インター
フェイスで LACP モードを有効にすることはできません。

• アプライアンスを設定する前に、3 ノードクラスター内のアプライアンスからログアウト
します。ログアウトしていない場合、クラスタのアプライアンスを設定し、CatalystCenter
に初めてログインした後に、（ネットワークのデバイスを検出してテレメトリを有効にす
るために完了する）クイック スタート ワークフローが開始されません。

• この手順の実行中に入力するすべての IP アドレスが有効なネットマスクを持つ有効なア
ドレスであることを確認してください。また、アドレスと対応するサブネットが重複して
いないことを確認してください。重複している場合、サービスの通信の問題が発生する可
能性があります。

重要

このウィザードは、新しい Catalyst Center アプライアンスの初期設定を完了するためにのみ使
用できます。以前に設定したアプライアンスを再イメージ化するには、Maglev 設定ウィザー
ドを使用する必要があります（Maglevウィザードを使用したアプライアンスの設定を参照）。

始める前に

次のことを確認します。

• 必要な IP アドレスおよびサブネット と 必須の設定情報 で必要な情報がすべて収集された
こと。

• 「アプライアンスのインストールワークフロー」の説明に従って、1番目のアプライアン
スを設置したこと。

• 「Cisco Integrated Management Controller に対するブラウザアクセスの有効化」の説明に従っ
て、Cisco IMC に対するブラウザのアクセス権が設定されたこと。

• 「事前設定タスクの実行」の説明に従って、アプライアンスのポートとそれらのポートに
よって使用されるスイッチが適切に設定されていること。

• Cisco IMC、Catalyst Center との互換性があるブラウザを使用しています。互換性のあるブ
ラウザの一覧については、インストールしている Catalyst Center のバージョンに対応する
リリースノートを参照してください。

• 次の手順で指定する DNS サーバーと Catalyst Center の間のファイアウォールで ICMP が許
容されること。このウィザードでは、ユーザの指定する DNS サーバを ping で確認しま
す。Catalyst Center と DNS サーバの間にファイアウォールが存在し、そのファイアウォー
ルで DNS サーバと ICMP が許容されていない場合、この ping がブロックされる可能性が
あります。ブロックされた場合、ウィザードを完了できません。
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手順

ステップ 1 インストール構成ウィザードを起動します。

a) お使いのブラウザで、実行した Cisco IMC GUI 設定で設定した Cisco IMC の IP アドレスをポイントし
てから、Cisco IMC ユーザーとして Cisco IMC GUI にログインします（Cisco Integrated Management
Controller に対するブラウザアクセスの有効化を参照）。

ログインが成功すると、アプライアンスに [Cisco Integrated Management Controller Chassis Summary] ウィ
ンドウが右上の青いリンクメニューとともに表示されます。

b) 青いリンクメニューで [Launch KVM] を選択してから [HTML based KVM] を選択します。

KVM コンソールが別のブラウザウィンドウまたはタブで自動的に開きます。KVM コンソールを使用
して、設定の進行状況をモニターし、Maglev 構成ウィザードのプロンプトに応答します。

c) KVM コンソールが表示されたら、次のいずれかを選択してアプライアンスを再起動します。

• メインの Cisco IMC GUI ブラウザウィンドウで、[Host Power > Power Cycle] を選択します。その
後、KVM コンソールに切り替えて続行します。

• KVM コンソールで、[Power] > [Power Cycle System (cold boot)] を選択します。

アプライアンスをリブートするかどうかの確認を求められたら、[OK] をクリックします。

リブートメッセージが表示された後、KVM コンソールに [Static IP Configuration] 画面が表示されま
す。
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[Web Installation] フィールドにリストされている URL に注意してください。

d) 次のいずれか 1 つのタスクを実行します。

• DHCP サーバーが IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイをアプライアンスの
エンタープライズ インターフェイスに割り当てるようにするには、[Skip] をクリックします。

• 独自の IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイをアプライアンスのエンタープ
ライズインターフェイスに割り当てる場合は、次の表に記載されている情報を入力し、[Configure]
をクリックします。

（注）
指定する必要があるのは、アプライアンスのエンタープライズ インターフェイスの IP アドレス、サブ
ネットマスク、およびデフォルトゲートウェイのみです。

IPv6 アドレスを設定する場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。

[IPv6 Mode] チェックボックス

使用する静的 IP アドレスを入力します。[IP Address] フィールド
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前のフィールドに指定した IPアドレスのネットマスクを入力します。

• IPv4 アドレスを入力した場合は、ネットマスクまたは CIDR アド
レスのいずれかを入力できます。

• IPv6 アドレスを入力した場合は、CIDR アドレスのみを入力でき
ます。

[ネットマスク (Netmask)] field

トラフィックのルーティングに使用されるデフォルトゲートウェイを
指定します。

[Default Gateway Address]
フィールド

1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク>/<
ネットマスク>/<ゲートウェイ> の形式で入力します。これは通常、管
理ポートでのみ必要です。

[Static Routes] フィールド

KVM コンソールに Maglev 構成ウィザードのウェルカム画面が表示されます。

e) [Appliance Configuration] 画面を表示するには、[Static IP Configuration] 画面に表示された URL を開きま
す。

ブラウザベースのウィザードを使用した 80 コアアプライアンスの設定
7

ブラウザベースのウィザードを使用した 80 コアアプライアンスの設定
インストール構成ウィザードを使用したアプライアンスの設定



f) [Start a Cisco Catalyst Center Cluster] オプションボタンをクリックし、[Next] をクリックします。

g) [Install] オプションボタンをクリックし、[Start] をクリックします。

[Overview] スライダが開きます。[>] をクリックして、ウィザードで実行するタスクの概要を表示しま
す。
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h) [Start Workflow] をクリックしてウィザードを起動します。

[Appliance Interface Overview] 画面が開き、Catalyst Center アプライアンスで使用可能な 4 つのインター
フェイスの説明が表示されます。

このウィザードを使用すると、Catalyst Center 機能に必要なエンタープライズポートとクラスターポー
トを設定できます。ウィザードの次の画面にこれらのポートのいずれかまたは両方が表示されない場
合、表示されないポートは機能していないか、無効になっている可能性があります。ポートが機能し
ていないことが判明した場合には、[Exit]を選択してウィザードをすぐに終了します。設定を再開した
り、Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡したりする前に、事前設定タスクの実行 に記載さ
れているすべての手順が完了していることを確認してください。

ステップ 2 インストール構成ウィザードを完了します。

a) [Next] をクリックします。

[Configure The Enterprise Port] 画面が開きます。

ブラウザベースのウィザードを使用した 80 コアアプライアンスの設定
9

ブラウザベースのウィザードを使用した 80 コアアプライアンスの設定
インストール構成ウィザードを使用したアプライアンスの設定

b_cisco_catalyst_center_install_guide_237x_3rdgen_chapter4.pdf#nameddest=unique_55


構成ウィザードにより、エンタープライズポートにエンタープライズ、管理、およびインターネッ
ト アクセス インターフェイスが設定されます。リストされているほぼすべてのパラメータの値も事
前入力されます。

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、次の手順を実行します。

1. [allow access to these URLs] リンクをクリックすると、Catalyst Center がアクセスできる必要があ
る URL を一覧表示するポップアップウィンドウが表示されます。

2. [open these ports] リンクをクリックすると、Catalyst Center が使用できる必要があるネットワーク
サービスポートを一覧表示するポップアップウィンドウが表示されます。

b) [DNS] フィールドに、優先 DNS サーバーの IP アドレスを入力します。

追加の DNS サーバーを入力するには、[Add]（+）アイコンをクリックします。

重要
• クラスタ内の各ノードに対して、最大 3 つの DNS サーバーを設定します。アプライアンスに対

して 3 つを超える DNS サーバを設定すると、問題が発生する可能性があります。

• NTP の場合、Catalyst Center と NTP サーバの間のポート 123（UDP）が開いていることを確認し
ます。

c) [Next] をクリックします。
d) プロンプトが表示されたら、[Yes] をクリックして、クラスター内インターフェイスの IP アドレスと

サブネットマスクをコピーします。
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この情報は、クラスターのセカンダリノードを設定するときに必要になります。

ウィザードは入力した情報を検証し、ポートが稼働していることを確認し、変更が必要な設定があ
れば通知します。入力した設定が有効で、ポートが稼働している場合は、ウィザードの [Interface to
Port Configuration] 画面が開きます。

e) [Next] をクリックします。
f) 設定されているインターフェイス設定を確認し、[Configure] をクリックします。
g) インターフェイスの初期設定が完了したら、[Next] をクリックしてウィザードの次の画面に進みま

す。

[Configure Proxy Server Information] 画面が開きます。
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h) 次のいずれかのタスクを実行してから、[Next] をクリックします。

• ネットワークでプロキシサーバーを使用しないでインターネットにアクセスする場合は、[No]
オプションボタンをクリックします。

• ネットワークでプロキシサーバーを使用してインターネットにアクセスする場合は、次の表に
示す値を入力します。

表 1 : プロキシサーバー設定のプライマリノードエントリ

インターネットにアクセスする HTTPS ネットワークプロキシの URL またはホ
スト名を入力します。

（注）
Catalyst Center から HTTPS プロキシへの接続は、このリリースの HTTP 経由の
みでサポートされます。

[プロキシサーバ
（Proxy Server）]
フィールド

アプライアンスがネットワークプロキシにアクセスするために使用したポート
を入力します。

[Port] フィールド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するユーザ名を入力します。プロキ
シログインが必要ない場合には、このフィールドを空白のままにします。

[Username] フィー
ルド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するパスワードを入力します。プロ
キシログインが必要ない場合には、このフィールドを空白のままにします。

[Password] フィー
ルド

ウィザードは入力した情報を検証し、ウィザードを続行する前に変更が必要な設定を通知します。
入力した設定が有効であれば、ウィザードの [Advanced Appliance Settings] 画面が開きます。
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i) クラスタの構成値を入力し、[Next] をクリックします。

表 2 : [Advanced Appliance Settings] のプライマリノードエントリ

[Cluster virtual IP addresses]

アプライアンスのクラスタとエンタープライズおよびクラスタ内イン
ターフェイス間のトラフィックに使用される仮想 IP アドレスを入力
します。このアドレスは、将来3ノードクラスタに変換されるシング
ルノードクラスタに対して入力する必要があります。シングルノード
クラスタのセットアップがあり、3ノードクラスタのセットアップに
移行する予定がない場合は、このセクションのフィールドを空白のま
まにすることができます。

重要
仮想 IP アドレスを構成する場合は、構成されたネットワークイン
ターフェイスごとに 1 つ入力する必要があります。この操作を行わ
ない限り、ウィザードを完了することはできません。これらのアド
レスは、クラスタリンクのステータスに関連付けられており、ステー
タスは [UP] の状態となっている必要があります。

[Enterprise Network] および
[For Intracluster Access] フィー
ルドからアクセスする場合
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